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　令和5年度建設労働者雇用支援
事業では、建設労働者の雇用の改
善等に関する法律に基づき、労働
者の募集、雇い入れ、配置から退
職に至るまでの雇用管理に必要な
知識や最新の法改正と対応等の習
得を目的とした研修を無料で実施
しています。

　対象となる方は、雇用管理責任
者、それに準ずる立場の方、雇用
管理の知識を習得したい方。

基礎講習の内容
1．雇用管理責任者の役割
2．建設業を取巻く雇用環境
　·高齢化社会とその影響

　·「建設雇用改善計画」の概要
　·建設現場の技術革命
3．建設業が取り組むべき課題
　·定着化の促進
　·週休2日制への移行
　·適正賃金水準の確保
　·助成金制度の有効活用
　·長時間労働の是正　など

建設事業者のための雇用管理研修のご案内
雇用管理責任者の方が必ず知っておくべき事項を分かりやすく解説！

〒616-0065　京都市右京区西院日照町86-6�おおやまビル3F

建設業で選任義務のある「雇用管理責任者」のための研修です!!
対面講習：9：30～ 17：00
日�に�ち：�10月3日（火）、10月17日（火）
会　　場：�京都テルサ　視聴覚研修室（東館2階）
住　　所：京都市南区東九条下殿田町70

オンライン講習会：9：30～17：00
　日程は専用Webサイトより
　ご確認ください。
受�講�料：無料
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2019年度建ちゃんまつりの様子

　令和5年10月22日（日）の10時
から15時30分に全京都建設協同
組合主催“建ちゃんまつり”を梅小
路公園七条広場にて開催します。
　建設業の魅力や情報を広く発信
し来場者の理解と関心を深めるこ
とにより、組合員企業のみならず
府内建設業のさらなる発展と、建
設業の将来を担う人材の確保・育
成の促進に寄与することを目的と
しています。モノ作り体験ブース
や飲食・物販など普段体験できな
いようなブースが立ち並びますの

で、ぜひ、お時間がございました
らお立ち寄りください。
　当日出展される内容は下記にて
ご確認ください。
（当日までに出展内容に変更があ
るかもしれません）
①ティッシュケース、②組子づく
り、たたみ小物、③竹細工、④ポッ
プコーン・BAR、⑤瓦造り体験、
⑥焼きそば・飲物、⑦タイルコー
スター、⑧耐震、⑨防災関連、⑩
バックホウ駄菓子釣り・たこせん、
⑪プリントＴシャツワークショッ

プ、⑫バルーンアート・コーヒー
お茶販売、⑬銅鏡・古銭作り、⑭
ミニ椅子作り、⑮塗装、⑯勾玉づ
くり・火起こし体験
　高所作業車乗車体験や子どもた
ちが遊べるエアー遊具、くじ引き
などもあり1日満喫できる内容と
なっています！　組合員の皆様と
ともに建ちゃんまつりで盛り上が
りましょう!!

梅小路公園七条広場にて 
“建ちゃんまつり”を開催します！ 

お子さま向けの職業体験や飲食ブースがたくさん出展されます

ビル用サッシ設計・施工
アルミ製建具
スチール建具
ステンレス製建具
アルミ金物

京滋不二サッシ株式会社
京都市山科区小山西御所町5-8

TEL：075-593-7563　FAX：075-593-1684
Mail：keijifuji_1010@ia9-itkeeper.ne.jp

　建ちゃんまつり実施の
ために周年実行委員の
方々が意見を出し合い建
ちゃんまつりがより楽し
く有意義な時間になるよ
う毎月会議を行っていま
す。前回の流れをもとに、
反省点も踏まえながら協
議しています。ご意見や
ご要望があれば、事務局
までお問合せください。
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　去る7月15日に公益財団法人
京都府埋蔵文化財調査研究セン
ター主催の「法貴古墳群現地説明
会」が開催されました。今回の発
掘調査は国道423号（法貴バイパ
ス）の建設に伴い実施されました。
この古墳群は66基からなる古墳
群だそうです。今回は51号墳と
53号墳～ 56号墳の発掘調査を
され、新たに石室や奈良時代の火
葬墓が見つかりました。石室は直
径約14mの円墳である56号墳
から見つかり、石室の大きさは幅
約2ｍ・長さ約2.4mでほぼ正方
形に近い玄室があり、腰石が四方
にありました。そこから南西に長
さ約2mの開口が取り付けてあり
ました。（このような石室は九州
地方に起源があり南丹地域の横穴

式石室導入期の特徴みたいです。）
床面には約10cm位の石が敷か
れてあり、その上面から須恵器蓋
付や鉄鏃といった副葬品が見つか
り、出土した副葬品から古墳時代
後期中ごろに造られたものと考え
られます。
　火葬墓は長軸約1.8m・短軸約
1.2mの墓壙で中に2つの木製容
器が納められていました。その容
器の1つから奈良時代前半の須恵
器平瓶蓋付と火葬された人骨が見
つかっています。日本での初めて
の火葬は文武4年（700年）と続日
本記に書かれており、このことか
ら火葬が採用されてから間もない
時期のお墓だと考えられます。ま
た、古墳群と同じところに火葬墓
が造られたことは、法貴古墳群一

帯が「墓域」（地域一帯が人を葬る
ところ）として意識され、地域の
有力者たちが連綿と埋葬され続け
たことを示しています。そして今
回の調査で法貴古墳群の始まりと
終わりの状況が分かる成果が得ら
れました。

（公益財団法人京都府埋蔵文化財
調査研究センター　法貴古墳群現
地説明会資料より）

　長時間労働が疑われる事業場に
対して労働基準監督署が令和4年
度に行った監督指導の結果をまと
めた。建設業の令和4年度の主な
違反事例を見ると、三六協定なく
時間外労働をさせるなど、労働時

間に関係していたものが最多でし
た。この他、衛生委員会を設置し
ていなかったり、労働時間を把握
していなかったりといった健康障害
防止措置、賃金不払い残業なども
ありました。時間外労働や休日労

働が1ヶ月あたり80時間を超えて
いると考えられる事業場や、長時
間にわたる過重労働により過労死
などの労働災害補償保険の請求が
行われた事業場を対象に是正を勧
告しました。�（京都経済新聞より）

法貴古墳群発掘調査現地説明会 

12条点検をドローンで！！
建築基準法12条が改正されドローンの使用が推奨されており、
外壁調査・屋上点検にドローンを利用することで時間も費用も大幅に削減できます。

株式会社 エム・アール・ピー
ドローンを使った外壁調査なら
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長時間労働の監督指導 
8割の事業場が違反
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　7月28日に京都駅前の「ホテ
ル佐野家」にて「右京・北山・伏
見久御山支部合同納涼会（支部名
は五十音順）」が開催されました。
長かった梅雨もようやく開け、連
日猛暑日が続く中行われた納涼会
でしたので、皆さん美味しいビー
ルを楽しみにご参加いただけたの
ではないかと思います。
　「コロナも終息しつつあるので、
支部同士の交流を深めていきたい
と思い企画しました」と北山支部
の今江支部長の開会のあいさつに
続き、田中理事長の乾杯の発声で
合同納涼会が始まりました。会が
始まってしばらくすると、あちら
こちらで名刺交換をしている様子
が見受けられました。今回の合同
納涼会は「総会後の懇親会」や「新
年交流会」など組合本部行事にい

つもご参加いただいているメン
バーが揃われていたのですが、初
めて顔を見る組合員さんや、見た
ことはあっても話をしたことがな
い組合員さんが結構いらっしゃっ
たことに驚きました。各支部より、
若手組合員さんからベテラン組合
員さんまでご参加いただいていた
ので、年齢・業種問わず幅広い関
係性が築ける良い機会だったと思
います。
　料理は四季の京懐石料理という
ことで、上品なお味の料理をいた
だきました。お上品でありながらも
たくさんの種類の料理が次々と出
てくるので、皆さんおなかも満た
され大変満足されたご様子でした。
　会の中盤には、合同納涼会を盛
り上げようと、支部長さんが企画
してくれた五千円分の商品券が当
たる抽選会が開催され、くじに当
たった強運の持ち主6名（たまた
まですが各支部2名ずつ）の方が
商品券を手にされました。
　今回の3支部合同納涼会は組合
行事に初参加の組合員企業の方1
名を含む24名の組合員の方にご

参加いただきましたが、これが多
すぎず少なすぎない丁度いい人数
で、この日の納涼会に参加された
方はその場にいらした方全員と面
識を持っていただけたのではない
かと思います。
　今まで3支部での合同企画はあ
まりなかったので、今後もこのよ
うな支部間での合同開催の企画を
考え、より多くの組合員さん同士
が知り合いになる機会を増やし、
組合員さん同士様々な場面でつな
がりを持てるようにお手伝いでき
ればと思います。
　組合活動にいつもご参加いただ
いている方も、あまり参加したこ
とがない方も、気になる企画・イ
ベントを見つけた時はお気軽にど
んどんご参加ください。

3支部合同納涼例会を開催しました!!

解体工事施工技術講習を順次開催 
解体工事施工技士試験は9月から受付

　全国解体工事業団体連合会が主
体となり、9月28日の東京都を
皮切りに全国10都市で「第24回
解体工事施工技術講習」が順次開
催されます。建設リサイクル法を
はじめ、関連法令に的確に対応で
きる解体工事施工技術の確保を目
的に、いずれの会場も2日間連続

で実施され、建設リサイクル法に
規定された国土交通大臣登録口座
でCPDS認定講習でもあります。
受講料は2万7500円（税込）。
　開催地は日程順に東京、大阪、
福岡、北海道、愛知、秋田、岡山、
静岡、宮城、新潟の10都市、東
京は11月に2回目を開催予定で

す。各会場とも定員になり次第締
め切られます。また12月3日に
実施する「解体工事施工技士試験」
の申し込みは9月1日～ 11月2
日の間受け付けられます。詳しい
内容は全解工連のホームページを
ご覧ください。

支部便り
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法律Q＆A 
 �　�建設業界における 

クレーム対応（下請案件）
�Q�　A社は、顧客Cから住宅新築
工事を受注し、その外壁塗装工事
をB工務店に任せることにしまし
た。すると、CがB工務店に頻繁
に電話をかけて、高圧的に「自分
はこんな色で塗ってくれと頼んで
いない。今すぐ塗り直してくれ」
「責任者を出せ」と何度も要求し
てきました。A社・B工務店とし
ては、どのような対応をとるべき
でしょうか。

�A�　1　契約内容の確認とクレー
ムの正当性判断
　建設業においては、発注の時点
で完成品が存在しないという特徴
から、顧客との間で認識のズレが
生じやすいと言えます。そのため、
契約時に、顧客との協議内容を書
面や録音に残し、完成品のイメー
ジを確固たる共通認識にすること

が重要です。
　本件ではまず、Cの要求が契約
内容に照らして、①Cの知識不足
が原因の誤解なのか、②正当ク
レーム（受注側の説明不足など）な
のか、③不当クレームなのかを見
極めることが必要です。
　2　元請・下請が協力して対応
すること
　早期の「不当クレーマー扱い」
は事態の悪化を招くこともあるた
め慎重な見極めが必要ですが、不
当な要求であると判断した場合に
は、元請・下請が歩調を合わせて
対処に当たることが肝要です。
　複数の業者が関わる場合には、
元請・下請間の利害関係が方針の
ズレを生みやすくなりますが、そ
こでの対立は良い結果を生みませ
ん。本件でいえば、A社はB工務
店が仕事を完成させることがなけ

れば、Cに対して代金を請求する
ことはできないため、万が一、カ
スタマーハラスメント（顧客から
の理不尽なクレームなど）に耐え
られなくなったB工務店が「飛ぶ」
（工事を投げ出して撤退する）とい
うことになれば赤字や代金未回収
リスクが高まります。B工務店と
しても、工事を完成させたとして、
A社が顧客と同調して工事不十分
の主張を行えば任意の支払が受け
られません。そのため、初期段階
で窓口を一本化し、協力して不当
要求の停止や代金請求などの法的
手段を選択することが両者にとっ
て合理的です。
　クレーム対応の判断で迷った際
には、早期に弁護士にご相談くだ
さい。
� （ 京都第一法律事務所 ）� 弁護士　森田浩輔

毎月第一水曜日
無料法律相談

建設協組の組合員さん、ご家族のご相談は初回無料です。
毎週木曜日10時～12時、1時～3時まで電話無料相談もあります。

毎月第一水曜日 午後1時半～4時まで組合本部にて出張法律相談実施中（相談無料）

0120－555－262無料電話
相談
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建災防の各種講習
�●�足場の組立て等作業主任者技能

講習
日程：11月21日（火）～22日（水）
会場：京都建設会館
受講料：13,981円（税込）
�●高所作業車運転技能講習
日程：11月16日（木）～17日（金）
学科会場：京都建設会館
実技会場：�（株）スカイワーク京都

伏見営業所
受講料：49,557円（税込）

�●�一般建築物石綿含有建材調査者
講習
日程：11月29日（水）～30日（木）
会場：舞鶴21
受講料：50,028円（税込）
�●職長・安全衛生責任者教育
日程：11月1日（水）～ 2日（木）
会場：舞鶴21
受講料：18,469円（税込）
�●�職長のためのリスクアセスメン

ト教育
日程：11月2日（木）
会場：舞鶴21
受講料：10,307円（税込）

【問合せ・申込み】
建設業労働災害防止協会
京都府支部
〒604-0944　京都市中京区
押小路通柳馬場東入
京都建設会館別館内
Tel.075-231-6587
Fax.075-251-0058
受付時間：‌�午前9時～午後5時
※‌�ホームページから講習予定、�
申込書が取り出せます。
　http://kensaibo-kyoto.jp/

労基協の技能講習
�●�特定化学物質及び四アルキル鉛

等作業主任者技能講習
日程：11月28日（火）～29日（水）
会場：京都経済センター
受講料：12,100円（税込）
テキスト代：1,980円（税込）
�●�局所排気措置等定期自主検査者

養成講習
学科日程：�11月16日（木）�

～ 17日（金）
学科会場：京都経済センター
実技日程：11月18日（土）
実技会場：�三菱自動車工業（株）�

京都製作所

受講料：30,800円（税込）
テキスト代：7,260円（税込）
�●第一種衛生管理者受験準備講習
日程：11月6日（月）～ 8日（水）
会場：京都経済センター
受講料：18,700円（税込）
�●玉掛け技能講習
学科日程：�11月1日（水）～�

2日（木）
丹波支部にお問合せください。
Tel.0772-62-5495

【問合せ・申込み】
（公社）京都労働基準協会
Tel.075-353-3503
※連合会のホームページ
　http://www.kyoukiren.or.jp
※‌�受講申込者が少人数の場合は中
止になることがありますのでご了
承ください。

※�新型コロナウイルスの感染拡大状況により、各講習を中止させて
いただく場合がございますので、予めご了承ください

 
 
 
 
 
 
 
 

想定を超える大地震に耐える 

〒601-8468  京都市南区唐橋西平垣町38-1 

TEL (075) 682-4377（代） FAX (075) 682-4378 

石山テクノ建設株式会社 
一級建築士事務所 

繰繰りり返返ししのの地地震震のの揺揺れれにに強強いい「「ＳＳＲＲＦＦ工工法法」」  
強靭で柔軟なポリエステル繊維製のベルト

を巻きつけ・貼りつける耐震補強工法です。 
震度 7 クラスの揺れを数回加えても、倒壊

しないだけでなく揺れも抑えることが確認さ
れています。 
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組 　 織 　 部 soshiki@zenkyoto.jp
建設工事事業部 koji@zenkyoto.jp
文 　 化 　 財  bunkazai@zenkyoto.jp
機 材 リ ー ス kizai@zenkyoto.jp

（ 総 　 　 務 ） soumu@zenkyoto.jp

組合日誌
�本部
9/3	 防災訓練（亀岡市にて）
9/14	 周年実行委員会
9/20	 三役会議
9/28	 定例理事会

�支部
9/1	 右京（役）
9/5	 JIC（役）、北山（役）
9/12	 洛中（役）
9/13	 洛南（役）

数年ぶりに合同納涼例会を 
開催しました！ 
理事・監事、支部長・副支部長、職員

　去る8月2日（水）にフォーチュ
ンガーデン京都にて合同納涼例会
を行いました。
　毎年、合同納涼例会のタイミン
グで社会情勢が不安定となり中止
になっていましたが、今年は数年
ぶりに開催することができたこと
嬉しく思います。
　田中理事長の開会のご挨拶の
後、辻本監事による乾杯のご発声
により開宴しました。
　合同納涼例会では、席をくじで
決めるのが恒例となっており、所
属する支部に関係なく交流ができ

るのが良いと
ころだと感じ
ています。各テーブルともに会話
に花を咲かせながら納涼例会を満
喫しておられました。
　最後に宮下副理事長より閉会の
ご挨拶を頂戴し、無事に合同納涼
例会を終えることができました。
職員一同、組合員の皆様と貴重な
時間を過ごすことができたことに
感謝申し上げますとともに、お忙
しい中、合同納涼例会にご参加い
ただきまして誠にありがとうござ
いました。

納涼例会　乾杯

　毎日毎日暑い日々で熱中症や夏
バテを含めて体調の管理が非常に
難しいのが現状です。自分たちが
子どものときはこんなに気温が上
がることはなかったように思いま
す。小学校ではクーラーはついて
おらず、扇風機で過ごしていたこ
とが嘘のようです。今では最高気
温40度越えで息をするのもしん
どくなるような熱風。
　先日80年後の天気予報という

のをやっていましたが、なんと最
高気温は44度になる見込み…と
仮予報を見てこのままでは温暖化
の勢いは加速する一方なのだと感
じました。自分自身は80年後に
はこの世にはいないかもしれませ
んが、未来を生きる子ども達の生
活が心配されます。どこまでの効
果があるのか分かりませんが、一
人ひとりがエコ活動を意識して少
しでも温暖化を食い止められるよ

う行動を起こしたいというのが理
想です。
　温暖化だけではなく、できるこ
とから少しずつ行動することが前
進の一歩だと改めで感じます。9
月に入ってもまだまだ暑い日々は
続きますので、皆様気を抜かずに
水分補給を含め、体調管理にはく
れぐれもお気を付けください。

最高気温に驚き続けた夏 
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足場のことならおまかせください

全京都建設協同組合では、 幅広い商品を取り揃えています！

枠・くさび式足場材、フェンスなど仮設材から、
脚立やトイレまで幅広い商品を在庫しております
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在庫等のお問い合わせは
機材リース課まで


